	小規模多機能型居宅介護「サービス評価」　総括表


	法人名
	（有）ひまわり介護
サービス
	代表者
	鬼形　阿輝子
	
	法人・
事業所
の特徴
	「ここに来て良かったと思えるような――」という理念を掲げ、ご利用者様の安心と信頼が得られるようなサービスの実践に努めています。また各自が住み慣れた地域で充実した生活が送れるよう支援に励んでいます。

	事業所名
	小規模多機能
ホームひまわりⅡ
	管理者
	鬼形　阿輝子
	
	
	


	出席者
	市町村職員
	知見を有するもの
	地域住民・地域団体
	利用者
	利用者家族
	地域包括支援ｾﾝﾀｰ
	近隣事業所
	事業所職員
	その他
	合計

	
	１人
	２人
	２人
	１人
	人
	　　１人
	　　人
	５人
	人
	１２人


	項　　目
	前回の改善計画
	前回の改善計画に対する取組み・結果
	意見
	今回の改善計画

	Ａ．事業所自己評価の
確認
	情報の共有を徹底し今後も家族とのコミュニケーションを大切にしサービスの向上に役立てていく。
	カンファレンスを通じ情報共有の時間を設けている。
ご家族と会う時には会話して意見を反映している
	カンファレンスの時間を設け情報共有に努めている。これからは家族から見た利用者の変化を聞き業務に取り入れると良いと思う。
	情報の共有化により小さな変化も全員で把握できる。

	Ｂ．事業所の
しつらえ・環境
	開放的な雰囲気作りに努め清潔に注意し居心地良い環境づくりに取り組む。
	利用者の作品を展示したり行事の写真などを飾って活気ある雰囲気になっている。
	利用者の作品を展示したり玄関を飾り付けたり施設の活動が垣間見える。
	レクレーション等利用者が気軽に過ごせる空間を維持したい。

	Ｃ．事業所と地域の
かかわり
	事業所と地域の交流を継続していく。
	新型コロナウイルス予防のためかかわりが少なかった。これから地域の方々に協力いただきながら進めていきたい。
	施設の行事、地域の行事に相互参加している。

事業所と地域が一体になっている姿が見られる。
	地域交流を進めながら地域の介護拠点となり地域の介護力を強めていきたい。

	Ｄ．地域に出向いて
本人の暮らしを
支える取組み
	利用者がこれまで培ってきた生活や地域での役割を知り地域と関われるように支援する。
	地域行事に可能な限り参加し協力関係を築いている。
	利用者の地域行事参加を支援している。
	事業所として地域行事に参加して個人の参加を支援していきたい。

	Ｅ．運営推進会議を
活かした取組み
	外部委員さんから地域の情報を提供してもらう。
	運営推進会議が開催できなかった時期もあったが今後は協力関係を強めていきたい。
	情報交換の場として活用できている。
	外部機関との定期的な情報交流の場として活用していきたい。

	Ｆ．事業所の
防災・災害対策
	地域資源を把握し地域の防災拠点としての活動を取り入れていく。
	防災訓練の実施時に地域に連絡し協力していただいている。
	防災訓練の実施を地域に知らせて住民が参加しやすい体制になっている。
	火災中心であったが水害等他の災害も視野に入れることが必要になった。


